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梅 が 咲 き 始 め ま し た 。 近 所 を 散 歩 す る と 、 こ れ ま で 気 づ か な か っ た と こ ろ に

梅の木があっ ていい 香りを漂わせ ていま す。  

現在会員登録数 3,667 人さま。次号は３ 月 23 日発行の予定 で す／  
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●  IICLO オンライン 講座Ⅰ「授業 に役立 つ！子どもの 文学５ つのレッスン 」  

第１回「宮 沢賢治を 読み直す①「注文の 多い料理店 」」  ※申 し込み受付中 ！  

 講  師：宮 川健郎 （当財団理事 長）  

 発展読書案 内：土 居安子（当財 団理事 ・総括専門員 ）  

 視聴料： 1300 円   対  象：子 どもの 本に関心のあ る方な らどなたでも  

◇第２回以降 は随時 配信します。 全５回 の内容、詳細 は  ↓↓  

 http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#iicloonline1 

◇お申し込み は「 Peatix」から↓↓  

 https://iicloonline1-1.peatix.com 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に は 、 イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ

ントしていま す。  

詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

 

● YouTube「大阪国際 児童文学振興 財団  公 式チャンネル  IICLO」  

 https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【２】コラム  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#iicloonline1
https://iicloonline1-1.peatix.com/
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Yuri's Talk 

***************************************************************** 

『総特集  水野英子  自作を語る』 水野英 子 /著  図書の家（ 小 西優里・岸田

志野・卯月も よ） /編  河出書房新 社  2022年 1月  対象年齢： 大人  

 

＊今回のゲス トは『 総特集  水野 英子』 の編者の一人 で、デ ザイン、制作 を

担当された小 西優里 （ Yuri）さんです。  

 

概要：手塚治 虫や赤 塚不二夫、石 ノ森章 太郎などのマ ンガ家 が住んでいた

「トキワ荘」 に女性 でただ一人住 み、少 女マンガの歴 史を作 ってきた水野

英子（ 1939年～）に 徹底的にイン タビュ ーして彼女の マンガ 観を掘り下げ

た本。 500点以上のカ ラーイラスト が入っ ており、一条 ゆかり 、山岸凉

子、わたなべ まさこ 、北島洋子ら が水野 や彼女の作品 に対す る思いを語っ

ている。巻末 には年 譜、詳細な調 査に基 づいた作品リ ストも ある。  

 

Yasuko:マンガ家総 特 集の５冊目に なりま すね（注：三原順、坂 田靖子、木原

敏江、わたな べまさ こ）。  

Yuri：出版社からの要 望もあり、記 念すべき ５巻目は、少 女マンガ の祖ともい

える水野先生 をとり あげることに なりま した。  

Yasuko：水野先生への インタビュー が中心 で、とても興味深く て 一気読みして

しまいました 。  

Yuri：そうおっしゃっ ていただける とうれ しいです。今 回は、先 生のプライベ

ートな話とい うより 、『白いトロイカ』や『 ファイヤー！』な ど の代表作は

も ち ろ ん の こ と 、 短 編 や 絵 物 語 な ど 先 生 の お 仕 事 を 俯 瞰 で き る よ う に ほ ぼ

すべての作品 につい てうかがうよ うに心 がけました。  

Yasuko：時系列に作品 が紹介されな がら、そ れについて聞 き手で「 図書の家」

の 岸 田 さ ん の 質 問 に 水 野 先 生 が 答 え る と い う 構 成 で 、 取 り 上 げ ら れ た 作 品

をすべて読み たくな りました。そして、先 生が、伏線たっぷ りの 物語も、コ

マ割りも、登場人 物像（キャラクター）も、少女のドレス や髪型 などの描写

も 、 そ の 時 代 そ の 時 代 を 切 り 拓 い て こ ら れ た 方 だ と い う こ と が わ か り ま し

た 。 終 章 に マ ン ガ 研 究 者 の ヤ マ ダ ト モ コ さ ん が 「 水 野 英 子 － 少 女 マ ン ガ の

歴史をとりも どすた めの鍵」の 中で、「ミー ム（文化的 遺伝子）の 継承」（ P.188）

という言葉を 使われ ていますが、私が 読ん で親しんで来た 1970 年以降のマ

ンガに水野先 生のミ ームがいっぱ い継承 されているこ とに気 づきました。  

Yuri：そうなんです。水野先生とい えば、ト キワ荘の紅一 点の住 人ということ

が よ く 紹 介 さ れ る の で す が 、 先 生 の す ば ら し さ は 、 少 女 マ ン ガ へ の 貢 献 に

あ る と 思 い ま す 。 そ れ は 、 水 野 先 生 が 子 ど も の 頃 か ら 映 画 や 文 学 に 多 く ふ

れ る と 同 時 に 、 手 塚 治 虫 先 生 の 作 品 を 理 解 し 、 そ れ ら を ご 自 分 の 中 で 咀 嚼

して、独自の物 語、キ ャラクター、少 女マン ガの技法を生 み出し ていったと

いうことだと 思いま す。  

Yasuko：岸田さんが、水野先生の帆 船の後 ろ姿の絵の正 確さを 指摘すると、水

野 先 生 が 映 画 を 見 て い た せ い だ と お っ し ゃ り 、「 １ 回 見 た ら 忘 れ ま せ ん か

ら。」と発 言されて い ます。天才だ なと思 いました。  

Yuri：手塚先生を はじ めとして、すばら しい 多くのマンガ 家は「目 カメラ」を

持っていらっ しゃい ます。  

Yasuko：この本の魅力 のひとつは 、このよう に、編者の「図書の 家 」が少女マ

ン ガ 史 を 見 渡 す 視 点 を 持 っ て 水 野 先 生 に イ ン タ ビ ュ ー を し 、 先 生 の 作 品 を



歴史の中に位 置づけ ている点だと 思いま した。も う一つは 、ビ ジュアル面。

カ ラ ー ペ ー ジ は ふ ん だ ん に あ る し 、 連 載 さ れ た 作 品 の 雑 誌 の 扉 絵 が 見 開 き

にずらーっと 並べら れていて圧巻 です。  

Yuri：水野先生は マン ガ家なので、絵を 見せ たい。それも、初出 の 雑誌の絵を

見てもらいた い。こ れは、「図書 の家」が 総特集を作る ことで 、アーカイブ

と し て 後 世 に 残 せ た ら と い う 願 い を 持 っ て い る か ら で す 。 で す の で 、 作 品

リ ス ト 、 年 譜 も で き る だ け 丁 寧 に 作 っ て い ま す 。 万 博 公 園 に あ っ た 旧 国 際

児童文学館で も現国 際児童文学館 でもた くさん調査を しまし た。  

  ところで 、ビジュ アル面は私の 担当で、たいへんでし たが、先 生の絵はど

れ も す ば ら し い の で 作 業 を し て い て と て も 楽 し か っ た で す 。 と い っ て も あ

ま り に 入 れ た い 絵 が あ り す ぎ て 「 ペ ー ジ に 入 り 切 ら な い ！ 」 と 叫 ん で い ま

した（笑）。  

Yasuko：表紙の絵も美 しいです。マンガ史 を 知る上でも少 女マン ガ論を考える

上 で も 、 児 童 文 化 史 を 知 る 上 で も ぜ ひ 多 く の 人 に 読 ん で 欲 し い 本 だ と 思 い

ました。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 78 回「おきなぐ さ 」  

 命のゆくえ  

 

前回 (当メルマガ NO.137)の「耕耘部の時 計 」は、ことわ っては いませんが、

小岩井農場が 舞台で しょう。「おきな ぐさ 」は、そ の小岩井農 場 の南の丘の物

語です。風の すきと おった、ある 日の昼 間、丘のかれ 草のな かの 2 本のおき

なぐさが静か に話し ます。  

― ― 「 ね え 、 雲 が 又 お 日 さ ん に か か る よ 。 そ ら 向 う の 畑 が も う 陰 に な っ た 。」

「走って来る 、早い ねえ、もうか ら松も 暗くなった。 もう越 えた。」  

 

こ の 童 話 は 、「 う ず の し ゅ げ を 知 っ て い ま す か 。」 と い う 問 い か け で は じ ま り

ま す 。 語 り 手 は 、 う ず の し ゅ げ は 植 物 学 で は お き な ぐ さ (翁 草 )と 呼 ば れ る け

れど、その名前と は ちがって、やさし い 若い花だとも いいま す。そして、「う

ず の し ゅ げ と い う と き は あ の 毛 莨 科 (き ん ぽ う げ か )の お き な ぐ さ の 黒 繻 子 の

花 び ら 、 青 じ ろ い や は り 銀 び ろ う ど の 刻 み の あ る 葉 、 そ れ か ら 六 月 の つ や つ

や 光 る 冠 毛 が み な は っ き り と 眼 に う か び ま す 。」 と 、 そ の 語 感 を 味 わ い ま す 。 

 

丘のうずのし ゅげの そばへ、ひ ばりが降 りてきて、「今日 は、風があってい け

ませんね。」と声 をか けます。う ずのしゅ げが「僕た ちも一ぺ ん飛んで見た い

なあ。」と いうと、ひ ば りは、「飛 べるどこ じ ゃない。もう二 ヶ月お 待ちなさい。

いやでも飛ば なくち ゃなりません 。」と い うのです。  

 

そ れ か ら 二 ヶ 月 め 、 う ず の し ゅ げ の 花 は 、 す っ か り ふ さ ふ さ し た 銀 毛 の 房 に

かわります 。また、ひ ばりがやって きます。――「今日 は。いい お 天気です。

どうです。も う飛ぶば かりでしょう 。」「ええ 、もう僕たち 遠いとこ へ行きます

よ 。 ど の 風 が 僕 た ち を 連 れ て 行 く か さ っ き か ら 見 て い る ん で す 。」 き れ い な 、

すきとおった 風が来 ます。  

 

 〈 丁 度 星 が 砕 け て 散 る と き の よ う に か ら だ が ば ら ば ら に な っ て 一 本 ず つ の

銀 毛 は ま っ し ろ に 光 り 、 羽 虫 の よ う に 北 の 方 へ 飛 ん で 行 き ま し た 。 そ し て



ひ ば り は 鉄 砲 玉 の よ う に 空 へ と び あ が っ て 鋭 い み じ か い 歌 を ほ ん の 一 寸 歌

ったのでした 。〉  

 

う ず の し ゅ げ が 雲 を 見 上 げ て い た 丘 か ら 、 一 気 に 世 界 が 広 が り ま す 。 お し ま

いに、語り 手は、「天 上へ行った二 つの小 さなたましい はどう なったか、私は

そ れ は 小 さ な 変 光 星 に な っ た と 思 い ま す 。」 と 述 べ ま す 。「 賢 治 童 話 に お い て

世 界 が ど の よ う に 見 え て い る か 、 そ の 秘 密 を 深 々 と 暗 示 す る 作 品 」 と し た の

は天沢退二郎 ですが (新潮文庫版『注 文の多 い料理店』「収録作品 について」)、

ひ ば り に 「 僕 た ち の 仕 事 は も う 済 ん だ ん で す 。」 と い っ て 飛 び 立 っ た (種 子 の

散乱です )うずのし ゅ げの命のゆく えを描 いた一幅の絵 のよう な童話です。  

(馬車別当 ) 

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『注 文の多 い料理店』に よりま した。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ３２  

***************************************************************** 

 

地 理 的 な 国 境 や 言 語 的 な 国 境 に こ だ わ ら な い 作 家 だ け が 、 普 遍 的 な 作 品 を 書

くことができ る。  

 

（「文化を 売り買い す るのか、それ とも文化 を生み出すの か」『 ぼ くはただ、物

語を書きたか った。』ラフィク・シャミ /著  松永美穂 /訳  西村 書店  2022 年

2 月  p.54）  

 

これは、「 1946 年にシ リアのダマス カスで 生まれ、現在はドイ ツ 在住でドイツ

語 で 作 品 を 発 表 し 続 け て い る 作 家 ラ フ ィ ク ・ シ ャ ミ の 、 自 伝 的 エ ッ セ イ 集 」

（「訳者あ とがき」P.225）の一節です。シ ャ ミは、大人向けの 小説 やエッセイ

も 出 版 し て い ま す が 、『 人 形 つ か い マ リ オ の お 話 』（ 松 永 美 穂 /訳  徳 間 書 店  

2020 年 11 月）や絵 本『こわい 、こわい 、こ わい？  しり たがり やのネズミの

おはなし』（カ トリー ン・シェーラー /絵  那須田淳 /訳  西村 書 店  2016 年 11

月）や『片手 いっぱ いの星』（ 若林ひと み /訳  岩波書店  1988 年 7 月）など

の 児 童 書 も あ り 、 そ の 豊 か で 奥 深 く て ユ ー モ ラ ス か つ ど こ か 悲 し い 物 語 は 心

に残ります。  

 

こ の エ ッ セ イ 集 は 、「 亡 命 」「 故 郷 」「 少 数 派 」「 民 族 」「 文 学 」「 批 評 」「 語 り 」

「 物 語 」 な ど が キ ー ワ ー ド に な っ て お り 、 シ ャ ミ の 深 い 思 索 に 刺 激 さ れ な が

ら 、 一 方 で 、 ま る で シ ャ ミ が 書 い て い る 場 所 に 一 緒 に い る よ う に 錯 覚 す る よ

うな臨場感が ありま す。それは たとえば 、「悲しみと いうのは 一匹の忠実な 犬

だ」（ p.88）から始ま る「忠実な犬」という エッセイで 、「故郷へ の憧れや、そ

れを失った悲 しみは 、」「友人を思い 出させ る一つの顔。あるい は 何かの匂い」

などによって 「浮か び上がってく る」と 描写されてい る部分 です。  

 

そ し て 、 自 分 に 厳 し い と こ ろ や 、 批 評 家 や 他 の 作 家 や ア ラ ブ の 独 裁 国 家 に 迎

合する人たち への痛 烈な批判は「ドイ ツ の読者」（「訳者あ と がき」 p.225）だ

けでなく、私自身も 襟を正される 気持ち になりました 。同時 に、「ぼ くの視点

から」で、著 者が若 い人たちへの 成功の 秘訣として、 25 のポイントを挙げ 、

そ の 中 に 「 あ る テ ー マ に つ い て 何 の 意 見 も 述 べ ら れ な い く せ に 、 曖 昧 な 言 葉

や 本 の 分 厚 さ に よ っ て そ れ を ご ま か せ る と 考 え る の は 、 愚 か な 人 間 だ け だ 」



（ p.138） な ど の 指 摘 が あ る 点 な ど 、 ユ ー モ ラ ス な 部 分 も た っ ぷ り あ り ま す 。

また、自分 の作品の朗 読会を常に行 ってい るということ も書か れており、「千

夜 一 夜 物 語 」 の 伝 統 を 大 切 に し て い る 作 家 の 思 い が 伝 わ っ て 、 ド イ ツ 語 が わ

からなくても 聞いて みたくなりま した。  

 

引用の部分は 、「 自由 に暮らしてい るシリ ア人として 」いかなる 文学を書くべ

き な の か に つ い て 考 え て い る エ ッ セ イ で 、 啓 蒙 も ア ラ ブ の 独 裁 者 へ の 迎 合 も

あ り 得 な い と 書 い た 後 に 引 用 の 一 文 が あ る こ と で 説 得 力 が あ り ま す 。 手 元 に

置いて何度も 読み返 し、また、彼の作 品も 読みなおした いと思 いました。（Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

姫路文学館で ３月 21 日まで開催さ れてい る「絵本作家  長谷川 集平の仕事展  

絵本デビュー ４６年 のキープ・オン・ロ ッ キン！」に行って きま した。原画、

創作のための 自筆資 料、道具、写 真など 約 230 点が展示され ています。  

 

展示は大きく ２章に 分けられ、第１章「 ど こまでもつづ く道」で は、長谷川集

平さんの生い 立ちや、現在までの作 品や活 動が、絵本の 原画や資 料、写真など

で 紹 介 さ れ て い ま す 。 出 身 地 で あ る 姫 路 で の 誕 生 か ら 名 古 屋 で の 浪 人 時 代 、

東 京 で の 絵 本 作 家 と し て の デ ビ ュ ー 、 長 崎 へ の 移 住 か ら 現 在 ま で が わ か り や

すく展示され ていま した。第２章「表現の 総合格闘技」では、小 説、評論、挿

絵 、 音 楽 な ど 、 絵 本 以 外 の さ ま ざ ま な 仕 事 が ジ ャ ン ル ご と に 見 ら れ る よ う に

な っ て い ま し た 。 す べ て の 展 示 か ら 、 長 谷 川 さ ん が 絵 本 と い う メ デ ィ ア を 深

く探究し、さ まざま な可能性を模 索され ている様子が 伝わっ てきました。  

 

特に私が興味 深いと 思ったひとつ は、「モ ノンクル：ぼくのおじ さん  行く手

を照らした大 人たち」という、長谷川さ んが 影響を受けた「お じさ ん」が紹介

さ れ て い る コ ー ナ ー で し た 。 こ こ に は 、 長 谷 川 さ ん の 叔 父 さ ん で 映 画 監 督 の

浦 山 桐 郎 さ ん と の 関 係 や 、 フ ォ ー ク シ ン ガ ー の 高 田 渡 さ ん 、 イ ラ ス ト レ ー タ

ー の 岩 田 健 三 郎 さ ん 、 人 形 作 家 の 川 本 喜 八 郎 さ ん が 写 真 や 雑 誌 記 事 な ど と と

もに紹介され ていま した。  

 

また、谷内こ うた『 のらいぬ』（至光社  1973 年）、田島征 三『 しばてん』（偕

成社  1971 年）を みて 絵本を創ろう と思っ たこと、長新太さん を 訪ねたときの

葉書やそのこ とを書 いた日記など も興味 深かったです 。  

 

２つめの展示 場の入 口には、未刊 行の絵本『にんげんが いじわる やからや』を

長 谷 川 さ ん 自 ら が 朗 読 さ れ て い る 動 画 が あ り ま し た 。 い つ か 本 の 形 で 読 ん で

みたいなあと 思いま した。（Ｋ ）  

 

姫路文学館  http://www.himejibungakukan.jp/ 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●ＪＢＢＹ子 どもの 本の日フェス ティバ ル  

「パッとひら めき、 サッとえがく 『アー ト大喜利』」  

個性豊かな絵 本作家 たちが、もら ったお 題に即興で絵 を描き ます。  

http://www.himejibungakukan.jp/


日  時：３月 13 日（日） 15： 00～ 17： 00 

場  所：オンライン （ Zoom）  参加費：有 料  https://jbby.peatix.com/ 

講  師：きのとりこ 、 舘野鴻、田中 清代、 垂石眞子、と よたか ずひこ、  

 はたこうし ろう、 降矢なな、堀 川理万 子  

進  行：広松由希子 、 土居安子  

主  催：（一社 ）日本 国際児童図書 評議会 （ JBBY）  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で紹 介しました『総特 集  水野英子  自

作を語る』（１名 ）、豊 島区立トキワ 荘マン ガミュージア ム企画 展「鉄腕アト ム

－国産初の 30 分テレ ビアニメシリ ーズ－ 」招待券（５名）をプ レゼントしま

す。ご希望の 方は、 メールで件名 「メル マガ  NO.138 プレゼン ト希望」とし 、

(1) 希望のプレゼン ト名  (2)お名前  (3)郵便番号・住所  (4)電話番号  (5)メ

ールアドレス 、よろ しければ  (6)このメルマガのご感 想をお 書きのうえ   

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は３月 11 日（金 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

３回目のワク チン接 種が始まって います 。「コロナが終 わった ら」と思って

いた気持ちを 「コロ ナといかに付 き合っ ていくか」に 切り替 えながら、毎 日

を丁寧に暮ら したい と思います 。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

https://jbby.peatix.com/
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html

